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本日の内容

• 強震動予測のレシピ
–概要（アスペリティモデル）
–活断層で発生する地震
–海溝型地震

• 東北地方太平洋沖地震
–レシピは適用可能か？
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強震動予測のレシピ
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断層パラメータ
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断層面積：S=LW
地震モーメント：M0=mSD
すべり量：D 
短周期レベル：A
平均応力降下量：Ds
アスペリティの
面積：Sa
地震モーメント：M0a
平均応力降下量：Dsa
すべり量：Da

壇（2008）
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短周期レベルとは
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短周期レベルと地震モーメント
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壇・他（2001）

白抜：内陸地震
黒塗：海溝型地震

アスペリティとは

• アスペリティとは、地震の前に固着して
おり、地震のときに、この固着がはずれ
て急激に応力を解放する部分である。

• アスペリティでは、アスペリティの周辺
部分である背景領域に比べ、応力降下量
が大きい。

• 長周期地震動に比例する最終すべり量も、
短周期地震動に比例する最大すべり速度
も大きい。
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アスペリティモデルの概念
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壇（2008）
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アスペリティモデルの力学特性

力学特性

断層面積 S

平均応力降下量 Ds

アスペリティ面積 Sasp

アスペリティの応力降下量 Dsasp

地震モーメントM0

短周期レベル A

結果：地震動

原因：断層破壊

Ds = (7 / 16) [M0 / (S / p)1.5]
Dsasp = (S / Sasp) Ds
A = 4p (Sasp / p)0.5 Dsaspb2

アスペリティモデルの設定の流れ

ステップ1：震源断層の推定

ステップ2：巨視的パラメータの設定

ステップ3：微視的パラメータの設定

ステップ4：その他のパラメータの設定
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アスペリティモデルの設定の流れ
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壇（2008）

断層パラメータの設定手順
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断層長さと幅の関係
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渡辺・他
(2002)

幅 15 km

断層面積と地震モーメント
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入倉・三宅
(2001)

短周期レベルと地震モーメント

壇・他
(2001)
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パラメータの分類

【理論】

他のパラメータから理論的に算定されるもの

【経験】

これまでに起った地震の分析から経験的に設定で
きるもの

【調査】

調査結果に全面的にゆだねられるもの
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強震動評価結果の例

17地震調査研究推進本部 (2002年)

ケース1 ケース2

糸魚川-静岡

構造線

全長 112 km
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地震調査研究推進本部 (2002年)

長野

穂高

松本

速度波形の例

ケース1
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地震調査研究推進本部 (2002年)

経験的方法による
距離減衰式（司・
翠川, 1999)との比較

断層最短距離

予測結果の検証の例

ケース1

海溝型地震
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地震調査研究推進本部 (2009年改訂)に加筆



検証：2003年十勝沖地震
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地震調査研究推進本部 (2004年)に加筆

東北地方太平洋沖地震
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石井・他（2012）

白抜：内陸地震
黒塗：海溝型地震

短周期レベルは
ばらつきの範囲内

東北地方太平洋沖地震

強震動生成域

すべり量分布

内閣府（2012年3月31日）

特徴の整理 位置 面積比

強震動生成域 陸側 10%

大すべり域 浅い領域 20%

超大すべり域 より浅い 5% 23

強震動生成
域の面積比
は10%程度

東北地方太平洋沖地震
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地震調査委員会（2011年）

すべり量分布 強震動生成域

入倉・倉橋（2011年）

大すべり域
超大すべり域

大すべり域
と強震動生
成域は一致
しない
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